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神奈川県内各地に残されている縄文の海

松島義章

はじめに ができる。このような点を重視して調査した結果，県内で

地図帳を開いて本県の海岸線を眺めると江ノ島から真 広〈追跡 ・確認できる旧汀線は，約6500年前一5500年前

鶴岬にかけての相模湾沿岸は，おおむね平滑であるのに （縄文時代早期末～前期）のものである。

対し， 三浦半島では屈曲が多く ，鎌倉，逗子，小田和湾， ここに約6500年前～5500年前の海岸線を明らかにし，

小網代湾，油歪湾など小湾入に富んでいる。東京湾側も 当時の海を復元してみよう。

埋立以前には本牧岬から観音崎にかけての海岸線は，根

岸湾，平潟湾，長浦iゑ横須賀湾などがみられ変化に富 大磯丘陵南縁に残されている海岸線

んでいて，横浜港から多摩川河口にかけての単調な干潟 本地域は三浦半島， 房総半島南端と共に地盤の隆起の

で特徴づけられる直線的な海岸線と好対照をしていた。 著しいところであり，旧汀線が柑模湾沿岸に 4段の海成

この海岸線と著しく異った海が，現在に最も近い縄文 段丘として残されている（米倉ほか， 1968，遠藤ほか，

時代のはじめ頃存在した。貝塚の時代で知られる縄文の 1979tその中で最高位の段丘面は中村原面（大塚， 1930)

海は，現在のそれと大変に異っていた様子を，内陸に点 と呼ばれ，国府津付近から大磯にかけての海岸沿いと，

在する貝塚の分布から知ることができる。一方，臨海平 押切川や葛川沿いに最も広〈分布する。その海抜高度は

野の海成沖積層中には，貝化石をはじめ種々の古生物学 国府津の東てー約30rn，二宮付近で24～25rn，大磯で約20

的証拠が残されていて当時の海況を知ることができる。 mとなり，東方に低下する（図 1）。中村原面を形成する

特に7 ガ札ハイガイ，オキシジミ，イボウミニナで特 段丘堆積物i土、大塚 (1929）により下原層と名付けられ

徴づけられる貝類遺骸群集は，湾奥部の潮間管泥底に広 ている。下原層は約9000年前一6500年前にかけて押切川

〈分布するので旧汀線を知る上で有効である。しかもその （上流では中村川）沿いに形成された古中村湾を埋積す

分布と生息年代を確認すれば，確かな海岸線を描くこと る内湾性堆積物で，層厚が約35～25rnである。 本層は古

MATSUSHIMA, Yoshiaki: The sea of Jomon age remained along Saga-

mi and Tokyo Bay 

神奈川県立博物館

図I：大磯丘陵における中村原函の高度とおぼれ谷におけ

る海成層と限の高度分布（松島，1980)
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図2：大磯丘一段の古中村湾における約7500年前～6500年前におけ

る貝類ill骸in集の分布 （松町， j1979) 
A ：＂ガキ ウネナシトマヤガイ群集

B ：サノレボウ ーンオヤガイ・コゲツノプエi町集
C：シズクガイ チゴトリガイ ホトトギスlff!t

中村湾以外に二宮の葛川沿いのおぼれ谷，大磯の生沢の

おぼれ谷にも厚〈発達する。古中村湾は最近の調査で南

関東において，最も早い時期の縄文海進最頂期直前（約

6500年前）に，地盤の隆起によ って離水したことが，貝

類群集の変遷およびH主流系内湾性種の消長とアカホヤ火

山灰の降下年代から明らかになった（松島，1980）勺

離水直前の内湾は，図2のように示される。湾出のI幅

約 1.5 km，奥行きが現在の海岸から約 5km奥まった小田

原一厚木バイパスの南側まで達し，複雑な形の入江であ

った。湾口付近から相模湾沿岸には，波食台が形成され

ている。湾口から湾央にかけての沿岸流の影響するとこ

ろには，砂層の形成がみられ， 一方，湾奥には中村川が

押し出す軽石破や粗砂のまじるj尼層の堆積となっている。

貝類群集は，湾央から湾奥にかけて確認でき，湾央：泥

相域には，シズクガイ，チゴトリガイ，エドガワミズゴ

マツボ，ホトトギスなど強内湾性種からなる1朝間帯下i尼

底の群集、波食台上には7 ガキ，ウネナシト 7ヤガイ群

集，湾奥部の砂本目域には1朝間帯に生息するサルボウ， シ

オヤカ、イ，コゲツノフホエ群集が分布する。

当時の内湾の環境変遷は，湾奥部にあたる新幹線小船

鉄橋南側の大きな崖でよみとることができる。この露頭

は図 3のように田んぼの面（海抜＋13.Sm）から中村原
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図3 小田原市小自由，東海道新幹線鉄橋際的崖の下原層地質柱状図

（松島. 1980に新資料を加える）

5 ・貝化石， W 木片， 1 ロ ム， 2 火山灰． 3 障壁まじ

り砂， 4 : / Jレトー 5 附植物町6 木片と クノレ1の実、 7 

貝化石， 8サ ノドパイプ状の生痕化石

面（+25.5m）まで高きが約11mあり，主に軽石撲を含

むシルト層の粗砂の互層からなる。それは，下から上に

向って古中村湾形成期（約9000年前一7500年前）の湾奥

潮間帯の堆積物から，湾が拡大発展した時期の内湾堆積

物，さらに古中村湾が離水し沼沢化した時期の堆積物が

重っている。最下部の礁まじり泥層中に，サン ドパイプ状

の生痕化石が多くみられ，ここが干潟であったことを示

唆する。本層中の木片が7750土275年前を示し，古中村

湾形成期末の汀線を知ることができる。 貝殻は＋15m付

近から＋19.5mまでの層準に散在する。そこにおける貝

殻の1'c年代は7410±190年前（＋16.5m),7340土230年
前（ + 17. 5 m ) , 6520士70年前（ ＋18.8m）を示す。貝殻

は下位の層準より上位ほど多くなる。種の構成は層準と

層相により若干奥なるが，主に，シオヤカ、イ，サルボウ，



ハイカ、イ，ヒメシラトリ，オキシジミ，イボウミニナ‘

コゲツノブエなど湾奥部潮間帯に生息する貝が顕著であ

る。このような産状から推定すると，海面の上昇と堆積

物の供給のバランスが平衡状態にあり，湾奥部潮間帯の

砂j尼底の環境が長期にわたって存在したことがいえよう。

貝殻の含まれる上限は＋19.5mにあり，それより上方に

は海成堆積物がなく， i可成ないし沼沢成堆積物となる。

海成層直上の河成砂喫層に含まれる木片が6250土 150年

前であり，この時期には古中村湾は離水していたことを

物語っている。さ らに，上方の＋20.5m～＋21.5m付近

のシルト層中には，約6400年前一6300年前（前田， 1980)

に南九州鬼界カルデラの噴出したアカホヤ火山灰（町田

・新井， 1979）の薄層が介在する。この広域テフラの降

下以前に，古中村湾が離水していたことがI4C年代以外

でも石在認できた。

古中村湾以外の主なおぼれ谷は， 二宮の葛川と大磯生

沢の入江である。葛川沿いはl幅の狭い細長い形を示し，

湾奥部が中里から一色にかけての地域にあった。大磯生

沢の入江は断層谷を土砂が埋積して形成されたもので，

湾奥が月京付近に達していたことが多数のボーリング資

料により明らかになった。

相模川低地にみられる海岸線

相撲川低地は相模湾沿岸に形成された最大の沖積平野

であり，貝塚 ・森山 (1967）によりその地形と沖積層が

細かな点まで明らかにされている。しかしまだ i•c年代

測定で確かめられていないので，その編年は確定でない。

海成層の分布と貝類群集の分布から海進最高期の汀線を

追跡すると司湾奥部は現在の海岸線から約8～lOkm奥ま

った伊勢原台地の南縁に沿う平塚市沼目～城所～岡崎～

城ケ島

図4 三浦半島から横浜港付近にかける地域の縄文海進最高期にお

ける海成層の上限高度分布と海岸線（松島， 1980)・3.5 5410±80 実測によって明らかになった海成層の上限
高度（ m）と ＂C年代測定値（＂ Cy.8. P), 03.5 ポーリン

グ資料から得た海成層の上限高度（m)

鈴川流域～南金目にかけて確認することができる（岡 ・ 模川低地も，海岸沿いが高く 内陸に向って低まるれ逆傾

ほか， 1979，町田・松島， 1980MS）ハこの付近の海成層 斜。を示す。最も低い地域の岡｜｜符から城所にかけては相

の上限は南関東で最も低い海抜士o－土 1mにあり，そ 模積成盆地の向斜軸ないしヒンジラインが走っていると

の上を塩沼地に生育するヒシの種子を含む厚き約5～8 ころにあたり，これを，町田 (1973）は秦野横浜線と呼

mの泥炭層が直接に被っている。確認した海成層の貝殻 び，その位置と一致する。藤沢～辻堂～茅ヶ崎にかけて

は， j尼層中には湾奥部潮間帯泥底に生息するマ力、、キ，ユ の背後には高座丘陵があり，丘陵と平地との境がほぼ旧

ウシオガイ，ヒメシラトリ，コゲツノブエであり，砂層 汀線である。丘陵の前面に広がる湘南砂丘地帯，さらに

中にはハマグリ，イボキサゴなど，湾央から湾奥潮間帯 相模川沿いの四之宮付近にかけての広い範囲には，砂層

砂底に分布する種がみられる。したがって，ほほ二の位置 が形成されている。その砂層中には，現在の相模湾に生

に当時の相模湾湾奥の汀線があったことを示す。現在海 息するチョウセンハマグリ，ダンベイキサコ二コタマガ

岸線に近い平塚市万田は， 高麗山，千畳敷の背後に位置し， イ，ベンケイガイなどの群集が占める。これは現在と同

波浪を直接に受けない入江になっていた。そこには， 7 じ様な環境がかなり奥まで、拡がっていたことを物語る。

ガキを含む泥層が広〈分布する。マカキの生息する干潟 一方，平塚市街地北方の坂戸付近の泥層中には，湾央の

が形成・されていたのであろう。ここでの海成層の上限は 潮間帯下泥底にすむチヨノハナガイとシズクカ。イが多産

約＋ 5m付近にあり，前述の湾奥部で明らかになった高 し，この付近が泥深い場所であったことを示唆する。

さよりもかなり高い。この点は大磯丘陵た一けではなく相
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三浦半島のおぼれ谷にみられる海岸線

本地域では旧汀線はおぼれ谷として残されている。北

から南へ順に古大船湾，古鎌倉湾， 古逗子湾，森戸川の

入江，下山川の入江，小田和湾，宮田湾， 小網代湾， i由

査湾などがあり，南へ下るほど小規模な湾となる。小網

代湾と油査湾はまだ埋積きれず，かつての入江の形をと

どめている（図 4lo 

古大船湾は，ほほ完全な形に復元できた入江である。

湾口が藤沢駅の東方にあって， その幅が約600m，湾中

央部で最も中高の広い地点でも 1,500mを越えることがな

い。湾口から湾奥部までは約13kmに達し細長い複雑な海

岸線差している。この湾に生息する貝類は豊富であり，

湾央の大船駅北方から， 湾奥の戸塚駅付近にかけての広

い範囲はマカ、キ，ハイガイ，イボウミニナなど湾奥部潮

間帯に生息する群集で占められる。湾央の深沢から大船

にかけての石少相域にはハマグリ，シオフキ，イ ボキサゴ，

カ方、ミガイて“特徴つ、けられる潮間帯砂底の群集， j尼相域

にはウラカカ、ミ ，イヨスダレ，アカカ、イなどのi朝間帯下

泥底に生息する群集がみられる。湾口の川名付近は潮通

しがよい石少R深層中にはイワガキ，ウチムラサキ，イタボ

方、キからなる群集がみられる。湾内の波食台上には，オ

オヘビ方、イ，キクザルガイ，カキ類とキクメイシモドキ

からなる固着性貝類と石サンコ守の群集が分布する。 一方，

湾の外側，沿岸水の影響を受ける藤沢駅付近から辻堂に

かけての広い範囲の砂層中にはベンケイガイ，チョウセ

ンハマグリ，夕、ンベイキサコゃなど相模湾沿岸の潮間帯下

数mから上部浅海帯に生息する群集がみられる。貝類群

集の分布からみると古大船湾は，貝類の生怠するのに最

適な環境であったことがわかる。

古大船湾の形成された年代は，貝殻の示す 14c年代か

ら6550土110～5110士140年前であり沖でも約6500～5500

年前の汀線高度が，湾奥部戸塚付近で＋ 5mを示すこと

も確認されている。

古鎌倉湾は古大船湾の南東に位置する。湾口部の幅が

約2km，奥行き約 3kmと短かしはぼ二等辺三角形を示

す湾である。湾口が聞いているため外洋水の影響を受け，

鶴岡八幡宮から二階堂岐れ道にかけての湾奥まで砂層が

発達し，そこにはハマグリ，シオフキ，イボキサゴを主

体とする群集が分布する。その年代は5750土 210年前で

ある。汀線高度は十 8m付近にあり，古大船湾より 3m

も高い。

古逗子湾は古鎌倉湾の南側にみられ，湾口の幅が約lkm,

奥行き約 3kmの細長い形の入江である。湾内は泥層が堆

積し古大船湾に似た環境にあった。湾奥部の東逗子駅付

近には，小規模なカキ礁が形成されている。 7 カ、、キの生

息年代は5520土 120年前であり，汀線高度は古鎌倉湾よ
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図5：三浦半島北西岸の古大船湾とその周辺地域にみられる縄文海

進最高j切における貝類il'.t骸群集の分布（松島， 1978)
1 7 ガキ ・ハイガイ・オキンジミ イボウミンナ群集

2 ハマグリ ・カガミガイ ンオフキ イポキサコ’群集

3 ウラカガミ ーイヨスガレ アカガイ群集

4 .イワガキ イタボガキ ・ウチムラサキ群集

5 .チ ョウセンハ7 グリ ベンケイカイ’ダンベイキサゴ群集

6 .オオヘビガイ・キクザルガイ ・キクメインモドキire集
7 .ンノレトーJ尼 8：砂 9 砂唱古里

10 大船平戸山貝塚

りいくぶんffrぃ約十 7mにあったことが明らかにされて

いる（松島， 1974）。

葉山の森戸川と下山川沿いに形成された入江は，現在

河川改修のため露頭がほとんどなしボーリング資料か

ら復元された（松島， 1975）のそれによれば両入江とも，

湾口に埋没波食台が形成きれていて，外j羊水の影響か受

けにくく，湾内には主に泥質堆積物が厚〈堆積している。

貝化石はハイjfイ，イボウ ミニナが産出することから，

湾奥1朝間帯の環境にあったことを示す。1毎成層の上限高

度は，森戸川沿いの長柄付近で十 6m，下山川沿いでは

一色の葉山中学校付近で＋ Smを示すことが確かめられ

ている。

三浦半島南部の宮田台地周辺にみられるおぼれ谷は，

図6に示されるよう 小田和湾，宮田i考をはじめいずれも

小規模であるが，複雑な形をとる。特に富田j考は，最近

湾口まで埋立てられその姿を消してしま ったが，海進最

高期には湾央から湾奥にかけ著しく広がる入江て1 貝類

群集の分布から前述の古大船湾とよく似た環境にあった

ことも明らかになってきた。他のいずれの湾内も泥層が

卓越し 湾央部にウラカ jfミ，イヨスダレ群集， 湾奥部

にはマガキ，ハイガイ，シオヤ7ゲイ群集が分布する。東

京湾側の三浦海岸は目立つほどのおぼれ谷がなしその

代りに海成段丘が発達する。さらに海岸線に沿ってよく
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図6：三浦半島南部における縄文海進最高期にみられる貝類遺骸群

.JI;の分布 （松島，1976に新資料を加える）

1：マガキ ハイガイ群集 2・ウラカガミ・イヨスダレ俳築

3 .チョウセンハマグリ・ベンケイガイ キサゴ群集

4 .オオヘピガキ ・キクザノレガイ キクメイシモドキ群』j;

5 .シjレ卜～泥 6 砂礁 7・波食台

8 海巡最i¥'lil羽の海岸線 9 現在内海岸線

連続する波食台が形成きれていることなどから判断して，

現在の海岸線と同様に出入の少ない単直な海俸であった

と思われる。なお波食台の形成年代はこの基盤岩に穿孔

するカモメガイの示す i•c年代から 6600 ± 1 40年前であり

海進最高期直前である。波食台を被う砂層中にはチョウ

センハマグリ，ベンケイ方、イ，キサゴなど沿岸の潮間帯

下水深約4～lOmの砂質底に生長する群集が分布する。

この群集は現在の三浦海岸には生息していないことから，

当時はもっと外洋水の影響を強く受ける海岸であったこ

とが考えられる。

東京湾の湾口に近い久里浜の古平作湾は，湾口の幅約

2 km，湾奥まで約7kmの細長い構造性の谷に形成された

入江である（蟹江・石川，1976）内最近このおぽれ谷にお

ける貝化石の 1•c年代資料が数多く得られたことによりこ

れまでわかっていた貝類群集の分布とあわせて考えると

約6700年前には，衣笠駅の東側まで海が入札 三浦半島

南部で最大のおぼれ谷であった。汀線高度は十 5mを示

す。湾奥部には？ 7ゲネハイガイ，オキシジミ群集がみ

られ，湾央にウラカガしイヨスダレ， トリ力、イ，イセ

シラガイなどi朝間帯下泥！えに生息する貝類が分布する。

湾口から湾央部にかけての沿岸には縄文早期末から前期

にかけての茅山，吉井，江戸坂などの貝塚がつくられた。

これらの貝塚の貝から判断すると，この入江にはマガキ，

ハイガイを主体にi朝間帯に生息する貝類が，かなり 多量

に生息していたことを知るこ とができる。なお本湾は約

750年前まて寸脊央部にあたる湖南橋付近まで入江が残っ

ていたが，江戸時代末に内川新旧の埋立で著しく狭めら

れ，さらに戦後の平作川の河川改修で現在の低地へと変

っていった。
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東京j宵西岸の横浜港周辺地域における海進最高j切の古地理と

員右京遺跡の分布（松島 小池司1979)

Kayama ：縄文早期茅山式

H回 目 umi・ Sekiyama・縄文前期花積下層式・関山式

Kurohama ・ Moroiso・縄文前期黒浜式 ・諸磯式

I 約6500年前～5500年前向海岸線 2: 1895年頃の海車線

A ：－，，ガキ ・ハイガイ オキンジミ・イポウ ミニナ群集とそ

の群集の生息域

B ハマグリ ・カカ・2ガイ ーンオ7キ・イポキサゴ・アサリ
サノレポウ鮮集とその群集め生息域

c・ ゥラカガミ・イ ヨスダレ ・アカガイ トリガイ・シズク
ガイ抑.JI;とその君l'.JI;の生息域

横浜港周辺に形成されたおぽれ谷

図7は海進最高j切に横浜港周辺に存在した海である。

現在の海岸線と大変に異なり，下末吉台地を解析する鶴

見川 ・惟子川 ・大岡川｛氏地沿いに形成された入江はいず

れも複雑な海岸線を示す。海は鶴見川に沿って約16km上

流の川向町付近まで．支流の早j問川i品、ではll寺田町，惟

子川沿いていは約4km一七われの干日岡町までー大岡川沿いでは

約10km上流の上大阿南方の新吉原橋付近まで浸入してい

た。それぞれのおぼれ谷の汀線高度は若干異なり，古鶴

見湾では十4～＋ 3.5 m，古帳子j奇では十 3.5m，古大

岡湾では＋ 4.8 m付近を示す。

貝類群集から入江を復元すると古鶴見湾はi朝間帯砂泥

底の群集が，湾央からi考奥にかけて広〈分布する遠浅な

入江であるのにわJし，古峰子湾と古大岡湾では逆にイヨ

スダレ・ウラカガミ．アカガイ， トリガイなどで、特徴つ‘

けられる神~I間帯下水深10～ 20 m の泥Jえの群集が広い範囲

を占め，マガキ，ハイガイ，オキシジミ群集の生息域を

狭め，泥深いi湾であった。この点と調和するように縄文

早期末から前期の貝塚が，古鶴見湾沿岸に多くつくられ

たのに対し古雄子湾と古大岡湾沿岸では稀であった。
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しかし時代が下って縄文中期末から後期になると，古鶴

見湾は著しく縮小し塩沼地化したため，貝塚は現在の東

京湾領｜！（下末吉台地）や古惟子湾司古大岡湾の沿岸につ

くられるようになった。これは両湾とも浅化し，ノ、マグ

リ，アサリ，カガミガイなどの群集の生息する環境に変

ったことを示す（松島 ・小池， 1979）内

まとめ

以上が県内における主な地域の最近明らかになった縄

文海進最高期（約6500～5500年前）の海岸線である。そ

れは大磯丘陵から横浜港周辺にかけての4地域でみられ

るおぼれ谷に残されている。現在県内（戦後大規模な埋

立がおこなわれる以前）に存在する海岸線に比べると，

極めて複雑な海岸線を形成していたことを知ることがで

きる。これは縄文海進による海面の急激な上昇で，海面

が約6500～5500年前に最高位に達し，海水が河川に沿っ

て陸地の奥に向って著しく浸入したためであろう。特に

基盤の隆起量の大きい大磯丘陵と三浦半島におけるおぼ

れ谷が明確に複元できた。酒匂川沿いの海岸線はまだ資

料が不足で，充分信頼のおける復元ができない。ただし，

大磯丘陵と足柄平野の境をなす森戸川沿いのおぼれ谷で

は田島付近まで海が入っていたことが明らかにされてい

る（図1）内

各おぼれ谷における汀線高度は，かなりばらついた値

を示すことが明確になった。このことは SUGIMURA and 

NARUSE (1954, 1955）が指摘したとおり沼面形成（約

6500年前一5500年前）以後の地殻変動によるものである。

この変動の様子は成瀬 (1968），町田 （1973），松田ほか

(1974), YONEKURA(1975）の表わした図，つまり房総

半島南端と大磯丘陵南西部の国府津付近に最も隆起量の

大きい場所があり，東京湾々奥に向って除々に隆起が小

きくなる傾向を示すという点とほほ、一致する。しかし，

第1図や図3に示されるように利用できる測定点が著し

く増えた現在では，大磯丘陵， 三浦半島南部などでは活

断層によるブロック運動が大きく作用していることが明

らかになり（松島，1980），もう少し詳しく考察する必要

が生じてきた。この点については稿を改めて論じたい。
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